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普及教育事業は、子供たちや地域の人々だけが対象ではなく、
劇場のもう一方の使い手ーープロフェッショナル向けの
プログラムも様々なものが行われている。その一端を公開。
なかには、先々の公演につながっていく企画もあり、
意義深いものだ。

　財団法人埼玉県芸術文化振興財団は海外から作品を招聘するだけでは

なく、劇場自らが新しい作品を企画制作するなど、様々な形でコンテンポラ

リー･ ダンスの発展に貢献している。オリジナル作品をつくるために、出演

者のオーディションを兼ねたワークショップも開催している。

　観るものの想像力を刺激する幻想的な作風で知られるインバル・ピント・

カンパニーの芸術監督、インバル・ピントとアヴシャロム・ポラックによる

ダンス・ワークショップもそのひとつで、来年秋に上演が計画されている新

作のための準備の第一歩として行われた。参加者の資格は、16 歳以上で、

クラシック･バレエ、またはコンテンポラリー･ ダンスでの舞台経験が2 年

以上あるというもの。作品の一部を踊ったり、即興で振りをつけていくイン

バルとアヴシャロムに、参加者たちはおおいに刺激された模様。

「カンパニーのレパートリーを習えたことに加えて、バレエのレッスン、コン

タクト・インプロヴィゼーションなど盛りだくさんの内容で多くを吸収する

ことができた」

「２人の作品に対する考え方が聞けて、とても感銘を受けた」

などの感想が寄せられた。

　一方、すでに上演した作品が、さらに発展していくケースもある。昨年、彩

の国さいたま芸術劇場で自ら振り付けた『a play of a play』を上演し、大き

な注目を集めた中村恩恵さんと出演者は、その成果をさらに発展させてい

きたいと、自らワークショップを提案。舞踊家としての自己の表現の手段を

既に確立しているアーティストを対象としたインプロヴィゼーションを巡っ

ての研究などを行い、最終的にそれは、伊藤キム、平山素子も加わり、無料

でのショーイングへと発展した。

　こうした活動が、アーティストたちのインスピレーションとなり、新たな創

造につながっていくに違いない。

「インバル・ピント・カンパニー
 ダンス・ワークショップ」

インバル・ピントさん（中央）の動きに合わせて踊る参加者たち。

【実施日】 7月26日（水）〜 28日（金）
【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 大練習室
【講師】 インバル・ピント＆アヴシャロム・ポラック、堀内充　【参加人数】 25 人

「中村恩恵と仲間たち
  Workshop and Showing」

劇場文化の発展に寄与する
プロフェッショナル向けのプログラム

無料で一般公開された「中村恩恵と仲間たち」のShowing より。

劇場を裏で支えるプロを育む「ステージクラフト」

【実施日】 8月8日（火）〜 11日（金）

【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 大稽古場
【講師】 井上尊晶氏（演出）、小峰リリー氏（衣裳）、安津満美子氏（美術）、
　　　 岩品武顕（照明）※、市川悟（音響）※、山田潤一（舞台）※

　　　　 （※：（財）埼玉県芸術文化振興財団）

【参加人数】 31人
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講師陣から機器の操作方法について説
明を受ける参加者たち。

SAITAMA GOLD THEATER

Workshop
【実施日】 8月15日（火）〜 19日（土）、22日（火）〜 25日（金）
【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 大練習室、同劇場 中稽古場１
【講師】 中村恩恵、松崎えり、佐藤知子、廣田あつ子、松本大樹、伊藤拓次
【参加人数】 約20名

Showing
【実施日】 8月26 日（土）　【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
【出演】 中村恩恵、松崎えり、佐藤知子、廣田あつ子、松本大樹、伊藤拓次、
　　　伊藤キム、平山素子

　公共ホールでの自主製作公演における舞台技術スタッフの関

わり方について学習し、体験することを目的としたワークショッ

プも、今夏行われた。財団法人地域創造と財団法人埼玉県芸術

文化振興財団の共同主催によるもので、全国の公立ホール・劇場

で舞台技術または事業企画・制作を担当する職員が対象。舞台、

照明及び音響それぞれの舞台技術に関する基礎知識や問題点

についての講義やディスカッション、舞台づくりの実習など、舞台

技術業務に関して実践的に学習するという内容だ。特に今年は

さいたまゴールド・シアター７月中間発表公演で上演された作品

『Pro･cess』を題材に行い、この公演に携わった各専門家が講師

に立ったほか、最終日の総合ゼミ（リハーサル）には、さいたまゴー

ルド・シアター団員も参加して協

力した。参加者からは「本番形式

での各舞台操作研修がとてもよ

かった」「全国各地の同じ仕事を

する人たちに出会えたことはとて

もはげみになる」と好評を得た。

○ 塚田洋一c

構成：鴨澤章子




